Ａ４版　３段組　小説・随筆・評論の書式

小　説

妹たちは帰らない
　　　札幌○高等学校　二年　○○　△△△
妹が部屋から出てこなくなった。こもったまま学校にもいかない。浩司君に相談してみると、それは引きこもりだと言われた。引きこもり。外に出ないで部屋や家の中に閉じこもる人たちの総称。そんな人が、本当に現実にいるんだ。最初に思ったのはそれだけだった。けれど流石に三日出てこなくなると、ちょっとまずいんじゃないかと思い始める。なにせ引きこもっているのは、他人でもなくボクの妹なのだ。

だからボクは、妹に世界の広さを教えてやることにした。部屋に引きこもるという選択肢しか持てなかった妹に、外側の世界を教えてやろう。家族がどんなに小さい集団かを、兄妹がどれだけ取るに足らない存在であるかを、じっくりと教えてあげようと思った。ボクはこれが罪滅ぼしになるなんて到底思わないけれど、なにもしないよりマシだと思った。そしてなにより、そう、ボクはお兄ちゃんなのだ。かれんの唯一の、お兄ちゃん。妹の世話をするのは、お兄ちゃんであるボクの役目だ。かれんを探そう。そして遠くへ行く。
　ボクたちは、帰らない。
随　筆
絡めとられる
　　　　札幌○高等学校　一年　○○　△△
「集合ー！」

　同学年の一人が声を張り上げる。整列する先はいつもの変な青のジャージではなく、パーカーとジーンズといった出で立ちである。何でいないんだっけ。いつも同じ服装のメタボリック予備軍と言われるような顧問とは違って、今目の前にいるパーカーとジーンズのこの人は背が高くてひょろっとしている。あぁ、思い出した。気をつけ、お願いします。とかかる号令にあわせお願いしますと一斉に頭を下げた。今日はなんか親戚の法事だから休みなんだって、とか言っていた気がする。

構いて、でもオレみたいに中学から始めました、って奴もいて半々くらいだった。だが顧問に知識がないのも手伝ってか、市内では一、二を争う弱小チーム。ただだべっているだけの部活にならない分だけまだましなのだろう、だとしても部員のやる気が次第にそがれていったことは見て取れた。

　そもそも部活以前にサッカーには興味がないようらしい。というか、スポーツが好きとかそういう感じではない。
評　論
石川啄木論
　　　　　◎◎高等学校　三年　○○　△△
「東海の……」で始まる有名な石川啄木の短歌がある。
　私は、太平洋に面した函館の大森浜で、この歌を想像してみた。

そうすると、はっきりとこの短歌は、写生ではなく、机上の作だとわかる。

なぜならば、
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